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【本調査結果のポイント】

提言に当たっての問題意識

 我が国においては、OSS 技術者数だけでなく、より高いレベルの OSS 技術者の育成が求められる。こ

のためには、基礎学力を習得する大学・高専・専修学校生等に対する、体系だった、よりレベルの高い

OSS 技術教育が必要である。また、OSS 技術教育の効果は、単に OSS に関するスキルを習得させる

だけでなく、IT の基礎技術・基礎理論の習得、応用力を持ち革新的なことに能動的に挑戦する姿勢や

スキルを身につけることにも繋がるため、産業界から求められている高度 IT 人材の育成に適した手段

とも言えよう。

 こうしたことから、次の２点を基本方針と位置づけ、OSS 技術者の育成に向けて、求められる人材像、

モデルカリキュラム、コースウェアについて提言する。

① 新卒入社時の IT 人材では、OSS 技術者として加速度的に育成することを主眼に設計し、ITSS のレ

ベル 2 の達成を目指す。

② 中堅 IT 人材の育成では、4 職種別（IT サービスマネジメント、アプリケーションスペシャリスト（エンタ

ープライズ系）、アプリケーションスペシャリスト（組み込み系）、IT スペシャリスト）に企業が期待する

スキルレベルの達成を目指す。

大学・高専・専修学校等を想定した OSS モデルカリキュラム

 人材像として、IT サービスマネジメント人材、アプリケーション開発人材（エンタープライズ系）、アプリケ

ーション開発人材（組み込み系）、IT スペシャリスト人材を設定。

 27 の OSS 関連スキルの習得に応じた 53 科目を、全ての人材に共通する「基礎科目」、各人材毎に必

修となる「応用科目」、各人材毎に必修ではないが習得が望ましい「選択科目」として配置し、モデルカ

リキュラムとした。

企業の教育関連部門・ＩＴ研修機関を想定した OSS モデルカリキュラム

 人材像として、IT スキル標準（ITSS）で描かれている IT サービスマネジメント、アプリケーションスペシ

ャリスト（エンタープライズ系、組み込み系）、IT スペシャリストを目標像として設定。

 27 の OSS 関連スキルにおいて、企業が各職種の中堅ＩＴ人材に求めるスキルレベルを達成するため

に必要な科目を習得できるモデルカリキュラムとした。

コースウェアの提言

 人材像及びその達成のためのモデルカリキュラムと関連づけ、27 の OSS 関連スキルの習得に相応し

いと思われるコースウェアを提言した。

 なお、提言するコースウェアは、スキル別になっており、複数のスキルを組み合わせつつ、実際の業務

で活用するケースには対応していない点に注意が必要である。

 このため、大学・高専・専修学校等を想定した OSS モデルカリキュラムにおいては、PBL（Project

Based Learning） や高度なインターンシップ を活用したカリキュラムも、併せて検討することが望まし

い。
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 一方、企業の教育関連部門・ＩＴ研修機関を想定した OSS モデルカリキュラムにおいては、業務密着型

の OJT（On the Job Training）を通じて、実際のプロジェクト遂行の中で、個別に習得したスキルを横断

的且つ体系的に学び、活用していく場も必要である。

 以上の点を踏まえて、提言した OSS モデルカリキュラムやコースウェアが、大学・高専・専修学校等や

企業の教育関連部門・ＩＴ研修機関において、積極的且つ効果的に活用されることを期待する。
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Ⅰ．本提言に当たっての問題意識

調査 1 及び 2 では、ユーザ企業及び SI 事業者等が、自社の OSS 技術者に期待する OSS スキルレ

ベルと実際のスキルレベルにギャップが存在し、特に、「求められるレベルが高く、ギャップの大きなスキ

ル」を重点的に向上させて行く必要性が認識された。

調査 3 では、国内で OSS 技術教育に先進的な取組をしている大学・専修学校や研修機関が出現し、

様々な OSS 関連スキルを相応のレベルで提供し始めていることが分かったが、今後、企業や官公庁など

でOSSの利用が広がり、OSS技術者の需要がいっそう高まることを考えると、特に、大学・専修学校にお

ける OSS 技術教育の裾野を広げていく必要性が認識された。

さらに調査 4 では、中国及び韓国との比較を行った。日中韓とも、調査対象とした教育機関は OSS 技

術教育に積極的に取り組んでいたが、その輩出数については違いが見られた。OSS 技術者の輩出数に

ついては統計データが存在しないが、ＩＴ関連人材全体の輩出数をみると、日本の大学・専修学校の電気

通信工学関連の卒業生数は年間約 4.1 万人と推定されるのに対して、中国においては IT 系学科の年間

卒業生数が約 47 万人となっている。また、韓国では同じく約 7.3 万人となっている。日本の場合は、社会

科学系等の分野においても IT 関連の学科は存在し、これらを包括した公式統計は存在しないため、単純

な比較は出来ないものの、人口や大学進学率を考慮すると、中国や韓国に比べて日本の IT 関連人材の

輩出数は少ないのではないかと推察される。IT 関連人材の輩出数の違いを、そのまま OSS 技術者の輩

出数の違いと判断することは出来ないが、OSS 技術者についても、IT 関連人材と比較的近い傾向がある

のではないかと思われる。

こうしたことから、我が国においては、OSS 技術者数だけでなく、より高いレベルの OSS 技術者の育成

が求められる。このためには、基礎学力を習得する大学・高専・専修学校生等に対する、体系だった、より

レベルの高いOSS 技術教育が必要であろう。また、OSS技術教育の効果は、単に OSS に関するスキル

を身につけさせるだけではない。すなわち、OSS は実用的なソフトウェアであるとともに、それ自体がコン

センサスを得た基礎技術であり、ソースコードから理解する教育を受けることで、基礎技術・基礎理論の習

得が可能となるだけでなく、応用力を持ち革新的なことに能動的に挑戦する姿勢やスキルを身につけるこ

とにも繋がる。こうしたことから、OSS 技術教育は、産業界から求められている高度 IT 人材の育成に適し

た手段とも言えよう1。

このような問題意識に立ち、本提言では次の２点を基本方針と位置づけ、OSS 技術者の育成に向けて、

求められる人材像、モデルカリキュラム、コースウェアについて提言する。

 新卒入社時の IT 人材の育成については、OSS 技術者として加速度的に育成することを主眼に

設計。具体的には、大学・高専・専修学校等において ITSS のレベル 2 の達成を目指した育成を

行う。

 中堅 IT 人材の育成については、4 職種別（IT サービスマネジメント、アプリケーションスペシャリ

スト（エンタープライズ系）、アプリケーションスペシャリスト（組み込み系）、IT スペシャリスト）に企

業が期待するスキルレベルの達成を目指した育成を行う。

1 大谷真：オープンソース事情：OSS 人材育成,情報処理,Vol.47,No.11,pp.1250-1251（Nov.2006）
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Ⅱ．人材像及びモデルカリキュラムの提言

１．大学・高専・専修学校等を想定した OSS モデルカリキュラム

（１）人材像

大学・高専・専修学校等において OSS に関する講義を受講し、企業において新卒入社時から OSS 技

術者として活躍する人材として、次の 4 つを想定している。

IT サービスマネジメント（旧オペレーション）人材

大学・高専・専修学校等で情報、工学、電子系の学部学科に在籍し、将来 OSS を活用した職務に就く

ことを志向。

在学中は、OSS の概要や Linux の基本操作に関する知識の他に、特に法務に関する分野、暗号化、

ネットワーク管理に関わる分野を体系的に習得し、将来のための基礎知識を備える。

学部学科卒業後は、ハードウェア、ソフトウェア、施設、障害解析に関連する専門技術を活用し、リアル

タイム性を必要とするシステム監視業務、ビル監視業務など、OSS の中身を熟知しサポートができる技術

者として顧客の設備に合致したハードウェアの導入、ソフトウェアの導入、カスタマイズ、保守及び修理を

実施するとともに遠隔保守を実施することを目指す人材。

アプリケーション開発人材（エンタープライズ系）

大学・高専・専修学校等で情報、工学、電子系の学部学科に在籍し、将来 OSS を活用した職務に就く

ことを志向。

在学中は、OSS概要や Linuxの基本操作に関する知識の他に、特に Javaや Light Weight Language

に関するプログラミング知識、RDB に関する基礎、RDB システム管理、Linux のシステム管理に関する知

識を体系的に習得し、将来のための基礎知識を備える。

学部学科卒業後は、OSS を活用した基幹業務系のアプリケーション開発に関する専門技術を活用し、

OSS を使いこなせてシステム構築ができる技術者として業務上の課題解決に関わる業務アプリケーショ

ンの設計、開発、構築、導入、テスト及び保守を実施することを目指す人材。

アプリケーション開発人材（組み込み系）

大学・高専・専修学校等で情報、工学、電子系の学部学科に在籍し、将来 OSS を活用した職務に就く

ことを志向。

在学中は、OSS の概要や Linux の基本操作に関する知識の他に、特に組込みシステム、組込み開発

環境、組込みアプリケーション開発に関する知識、組込みシステム最適化に関する知識を体系的に習得

し、将来のための基礎知識を備える。

学部学科卒業後は、OSS を活用した組込みソフトウェア開発に関する専門技術を活用し、車載器製品、

携帯端末、デジタル家電製品等のアプリケーション開発者として、市場に受け入れられる組み込みソフト

ウェアの仕様決定、設計、開発を実施することを目指す人材。
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IT スペシャリスト人材

大学・高専・専修学校等で情報、工学、電子系の学部学科に在籍し、将来 OSS を活用した職務に就く

ことを志向。

在学中は、OSS の概要や Linux の基本操作に関する知識の他に、特に Linux カーネル、Linux システ

ム管理、ネットワークサーバ管理、ネットワークアーキテクチャ、ネットワーク管理、RDB システム管理、分

散アーキテクチャ、クラスタシステム構築に関する知識などを幅広く習得し、将来のための基礎知識を備

える。

学部学科卒業後は、ハードウェア、ソフトウェア関連の専門技術を活用し、複数のOSSを組み合わせる

ことでより高度で複雑な実応用システムを構築できるいわば即戦力技術者や、顧客の環境に最適なシス

テム基盤の設計、構築、導入を実施することを目指す人材。

（２）OSS モデルカリキュラム

これら 4 つの OSS 技術者を加速度的に育成するために、大学・高専・専修学校等における実施が望ま

しいと思われるモデルカリキュラムについて提言する。

具体的に次ページ以降に示すが、調査 1 及び 2（特に高いレベルが求められる調査 2（SI 事業者等に

対するアンケート調査））の結果を踏まえ、次のような考え方に拠って設計を行った。

① OSS の基礎力を身につけさせる観点から学生共通に教えるべきと思われるものを「基礎科目」として

抽出。

② 次に、「IT サービスマネジメント人材」「アプリケーション開発人材（エンタープライズ系）」「アプリケー

ション開発人材（組み込み系）」「IT スペシャリスト人材」として、各々必修として学んで欲しいものを

「応用科目」として抽出。さらに、必修ではないが習得が望ましい科目を「選択科目」とする。
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図表・ 1 大学・高専・専修学校等を想定した OSS モデルカリキュラム（総括）

組み込みシステムに関するスキル

組み込み開発環境に関するスキル

組み込みアプリケーション開発に関するスキル

組み込みシステム最適化に関するスキル

16 科目
ITサービスマネジメント向け応用科目 3 科目

10 科目
11 科目
15 科目

11～18 科目

ネットワーク
ネットワーク・アーキテクチャに関するスキル

ネットワーク管理に関するスキル

レベル２

スキルレベル

レベル１

Linuxの概念や基本操作に関するスキル

Linuxのカーネルに関するスキル

クラスタシステム構築に関するスキル

OSSの概要に関する知識

法務分野に関する基礎知識

コンピューターシステムやアーキテクチャに関するスキル

プログラミン
グ

Javaに関するスキル

スキル
区分

スキル名

基礎

分散アーキテクチャに関するスキル

Linuxのシステム管理に関するスキル

システム

Linuxのシステムプログラミングに関するスキル

ネットワークサーバ管理に関するスキル

C、C++に関するスキル

開発体系

開発フレームワークに関するスキル

統合開発環境に関するスキル

開発ツールに関するスキル

セキュリティ

暗号化に関するスキル

ネットワークセキュリティに関するスキル

OSセキュリティに関するスキル

RDB
RDBに関する基礎スキル

RDBシステム管理に関するスキル

組み込み
SW

基礎科目

アプリケーション開発（エンタープライズ系）向け応用科目

アプリケーション開発（組み込み系）向け応用科目

ＩＴスペシャリスト向け応用科目

選択科目

Light Weight Languageに関するスキル
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図表・ 2 大学・高専・専修学校等を想定した OSS モデルカリキュラム（IT サービスマネジメント人材）

コンピュータシステムや
アーキテクチャに関する
スキル （レベル２）

コンピュータシステムや
アーキテクチャに関する
スキル （レベル１）

ＯＳＳの概要に関する
基礎知識 （レベル１）

法務分野に関する
基礎知識 （レベル２）

Ｌｉｎｕｘの概念や
基本操作に関する
スキル （レベル２）

ネットワークサーバ管理
に関するスキル
（レベル１）

ネットワークセキュリティ
に関するスキル
（レベル１）

ＯＳセキュリティに関する
スキル （レベル１）

Ｌｉｎｕｘのカーネルに
関するスキル
（レベル１）

暗号化に関するスキル
（レベル１）

暗号化に関するスキル
（レベル２）

Ｃ、Ｃ++関するスキル
（レベル１）

Ｊａｖａに関するスキル
（レベル１）

ネットワーク管理
に関するスキル
（レベル１）

ＲＤＢに関する
基礎スキル
（レベル１）

基礎科目 職種別応用科目 選択科目

＜科目の表記＞

＜選択科目群＞

基礎科目 １６科目

ＩＴサービスマネジメント向け応用科目 ３科目

選択科目 １１科目

基礎科目 １６科目

ＩＴサービスマネジメント向け応用科目 ３科目

選択科目 １１科目

＜科目数＞

ＯＳＳの概要に関する
基礎知識 （レベル２）

法務分野に関する
基礎知識 （レベル１）

Ｌｉｎｕｘの概念や
基本操作に関する
スキル （レベル１）

Ｌｉｎｕｘのシステム管理に
関するスキル
（レベル１）

ネットワーク・アーキテクチャ
に関するスキル
（レベル１）

Linuxカーネル
に関するスキル
（レベル２）

Linuxのシステム管
理に関するスキル

（レベル２）

ネットワークサーバ管理
に関するスキル
（レベル２）

C、C++に関するスキル
（レベル２）

ネットワーク・アーキ
テクチャに関する
スキル （レベル２）

ネットワーク管理
に関するスキル
（レベル２）

Javaに関する
スキル

（レベル２）

OSセキュリティ
に関するスキル
（レベル２）

ネットワークセキュリ
ティに関するスキル

（レベル２）

RDBに関する
基礎スキル
（レベル１）
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図表・ 3 大学・高専・専修学校等における OSS モデルカリキュラム（アプリケーション開発人材（エンタープライズ系））

コンピュータシステムや
アーキテクチャに関する
スキル （レベル１）

ＯＳＳの概要に関する
基礎知識 （レベル１）

法務分野に関する
基礎知識 （レベル１）

Ｌｉｎｕｘの概念や
基本操作に関する
スキル （レベル２）

Ｌｉｎｕｘのシステム管理に
関するスキル
（レベル１）

Ｌｉｎｕｘのシステム管理に
関するスキル
（レベル２）

ネットワークサーバ管理
に関するスキル
（レベル１）

ネットワークセキュリティ
に関するスキル
（レベル１）

ＯＳセキュリティに関する
スキル （レベル１）

コンピュータシステムや
アーキテクチャに関する
スキル （レベル２）

Linuxのシステム
プログラミングに関する
スキル （レベル１）

暗号化に関するスキル
（レベル１）

Ｃ、Ｃ++関するスキル
（レベル１）

Ｃ、Ｃ++に関するスキル
（レベル２）

Ｊａｖａに関するスキル
（レベル１）

Ｊａｖａに関するスキル
（レベル２）

開発フレームワークに
関するスキル （レベル１）

統合開発環境に
関するスキル （レベル１）

開発ツール
に関するスキル
（レベル１）

ネットワーク・アーキテクチャ
に関するスキル
（レベル１）

ＲＤＢに関する
基礎スキル
（レベル１）

ＲＤＢシステム管理
に関するスキル
（レベル１）

ＲＤＢに関する
基礎スキル
（レベル２）

Light Weight Language
に関するスキル
（レベル１）

基礎科目 職種別応用科目 選択科目

＜科目の表記＞

基礎科目 １６科目

アプリケーション開発（エンタープライズ系）向け

応用科目

１０科目

選択科目 １４科目

基礎科目 １６科目

アプリケーション開発（エンタープライズ系）向け

応用科目

１０科目

選択科目 １４科目

＜科目数＞

Ｌｉｎｕｘのカーネルに
関するスキル
（レベル１）

Ｌｉｎｕｘの概念や
基本操作に関する
スキル （レベル１）

Linuxのシステム
プログラミングに関する
スキル （レベル２）

＜選択科目群＞

ＯＳＳの概要に関する
基礎知識 （レベル２）

Linuxカーネル
に関するスキル
（レベル２）

ネットワークサーバ管理
に関するスキル
（レベル２）

ネットワーク・アーキ
テクチャに関する
スキル （レベル２）

Light Weight Language
に関するスキル
（レベル２）

OSセキュリティ
に関するスキル
（レベル２）

開発フレームワーク
に関するスキル
（レベル２）

開発ツールに関する
スキル （レベル２）

統合開発環境
に関するスキル
（レベル２）

ネットワークセキュリ
ティに関するスキル

（レベル２）

RDBシステム管理
に関するスキル
（レベル２）

法務分野に関する
基礎知識 （レベル２）

暗号化に関する
スキル （レベル２）
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図表・ 4 大学・高専・専修学校等における OSS モデルカリキュラム（アプリケーション開発人材（組み込み系））

コンピュータシステムや
アーキテクチャに関する
スキル （レベル１）

ＯＳＳの概要に関する
基礎知識 （レベル１） 法務分野に関する

基礎知識
（レベル１） Ｌｉｎｕｘの概念や

基本操作に関する
スキル （レベル２）

Ｌｉｎｕｘのシステム
管理に関するスキル

（レベル１）

Ｌｉｎｕｘのシステム
管理に関するスキル

（レベル２）

コンピュータシステムや
アーキテクチャに関する
スキル （レベル２）

Ｌｉｎｕｘのカーネルに
関するスキル
（レベル１）

Ｌｉｎｕｘのシステム
プログラミングに関する
スキル （レベル１） 組み込みｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

開発に関するスキル
（レベル１）

組み込みシステム
最適化に関するスキル

（レベル１）

暗号化に関するスキル
（レベル１）

Ｃ、Ｃ++関するスキル
（レベル１）

Ｃ、Ｃ++に関する
スキル （レベル２）

Ｊａｖａに関するスキル
（レベル１）

Ｊａｖａに関するスキル
（レベル２）

統合開発環境に
関するスキル
（レベル１）

開発ツール
に関するスキル
（レベル１）

ネットワーク・アーキ
テクチャに関する
スキル （レベル１）

ＲＤＢに関する
基礎スキル
（レベル１）

ＲＤＢに関する
基礎スキル
（レベル２） 基礎科目 職種別応用科目 選択科目

＜科目の表記＞

基礎科目 １６科目

アプリケーション開発（組み込み系）向け

応用科目
１１科目

選択科目 １５科目

基礎科目 １６科目

アプリケーション開発（組み込み系）向け

応用科目
１１科目

選択科目 １５科目

＜科目数＞

ＯＳセキュリティに
関するスキル
（レベル１）

ネットワークセキュリティ
に関するスキル
（レベル１）

ネットワークサーバ
管理に関するスキル

（レベル１）

Ｌｉｎｕｘの概念や
基本操作に関する
スキル （レベル１）

組み込みシステム
に関するスキル

（レベル１） 組み込み開発環境
に関するスキル

（レベル１）

Linuxのシステム
プログラミングに関する
スキル （レベル２）

＜選択科目群＞

ＯＳＳの概要に関する
基礎知識 （レベル２）

Linuxカーネル
に関するスキル
（レベル２）

ネットワークサーバ管理
に関するスキル
（レベル２）

ネットワーク・アーキ
テクチャに関する
スキル （レベル２）

OSセキュリティ
に関するスキル
（レベル２）

開発ツールに関する
スキル （レベル２）

統合開発環境
に関するスキル
（レベル２）

ネットワークセキュリ
ティに関するスキル

（レベル２）

法務分野に関する
基礎知識 （レベル２）

RDBに関する
基礎スキル
（レベル２）

組み込みｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
に関するスキル
（レベル２）

組み込みシステム
に関するスキル
（レベル２）

組み込み開発環境
に関するスキル
（レベル２）

組み込みシステム最適化
に関するスキル
（レベル２）
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図表・ 5 大学・高専・専修学校等における OSS モデルカリキュラム（IT スペシャリスト人材）

コンピュータシステムや
アーキテクチャに関する
スキル （レベル１）

ＯＳＳの概要に関する
基礎知識 （レベル１）

法務分野に関する
基礎知識 （レベル１）

Ｌｉｎｕｘの概念や
基本操作に関する
スキル （レベル１）

Ｌｉｎｕｘの概念や
基本操作に関する
スキル （レベル２）

Ｌｉｎｕｘのシステム管理に
関するスキル
（レベル１）

Ｌｉｎｕｘのシステム管理に
関するスキル
（レベル２）

ネットワークサーバ管理
に関するスキル
（レベル２）

ＯＳセキュリティに関する
スキル （レベル１）

コンピュータシステムや
アーキテクチャに関する
スキル （レベル２）

Ｌｉｎｕｘのカーネルに
関するスキル
（レベル１）

Ｌｉｎｕｘのシステム
プログラミングに関する
スキル （レベル１）

Ｌｉｎｕｘのカーネル
に関するスキル
（レベル２）

分散アーキテクチャに
関するスキル
（レベル２）

クラスタシステム構築に
関するスキル
（レベル１）

暗号化に関するスキル
（レベル１）

Ｃ、Ｃ++関するスキル
（レベル１）

Ｊａｖａに関するスキル
（レベル１）

開発フレームワークに
関するスキル
（レベル１）

統合開発環境に
関するスキル
（レベル１）

開発ツール
に関するスキル
（レベル１）

ネットワーク・アーキ
テクチャに関するスキル

（レベル１）

ネットワーク管理
に関するスキル
（レベル１）

ネットワーク・アーキ
テクチャに関するスキル

（レベル２）

ＲＤＢに関する
基礎スキル
（レベル１）

ＲＤＢに関する
基礎スキル
（レベル２）

ＲＤＢシステム管理
に関するスキル
（レベル２）

基礎科目 職種別応用科目 選択科目

＜科目の表記＞

基礎科目 １６科目

ＩＴスペシャリスト向け応用科目 １５科目

選択科目 １８科目

基礎科目 １６科目

ＩＴスペシャリスト向け応用科目 １５科目

選択科目 １８科目

＜科目数＞

ネットワークサーバ管理
に関するスキル
（レベル１）

ネットワークセキュリティ
に関するスキル
（レベル１）

ＲＤＢシステム管理
に関するスキル
（レベル１）

Light Weight Language
に関するスキル
（レベル１）

Linuxのシステム
プログラミングに関する
スキル （レベル２）

＜選択科目群＞

ＯＳＳの概要に関する
基礎知識 （レベル２）

クラスタシステム構築
に関するスキル
（レベル２）

ネットワーク管理
に関するスキル
（レベル２）

Light Weight Language
に関するスキル
（レベル２）

OSセキュリティ
に関するスキル
（レベル２）

開発フレームワーク
に関するスキル
（レベル２）

開発ツールに関する
スキル （レベル２）

統合開発環境
に関するスキル
（レベル２）

ネットワークセキュリ
ティに関するスキル

（レベル２）

法務分野に関する
基礎知識 （レベル２）

組み込みｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
に関するスキル
（レベル２）

組み込みシステム
に関するスキル
（レベル２）

組み込み開発環境
に関するスキル
（レベル２）

組み込みシステム最適化
に関するスキル
（レベル２）

C、C++に関するスキル
（レベル２）

Javaに関する
スキル

（レベル２）

暗号化に関する
スキル

（レベル２）
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２．企業の教育関連部門・ＩＴ研修機関を想定した OSS モデルカリキュラム

（１）人材像

ユーザ企業やSI事業者等におけるOSS技術を習得した中堅ＩＴ人材として活躍する人材として、次の4

つを想定している。

IT サービスマネジメント

オープンソースソフトウェアを活用した IT 投資活動の局面では、開発から運用・保守までの領域におい

て、システムの運用可能性の審査、本番移行計画の審査、またシステム運用の計画、実行、監視、および

障害対応管理を行なう。

また、プロジェクトチームのメンバとして、指定された管理体制と管理手順書等に従い専門業務を１～2

年以上（レベル 3 以上の複雑性、サイズ相当）継続した経験と実績を有する。

アプリケーションスペシャリスト（エンタープライズ系、組み込み系）

オープンソースソフトウェアを活用した IT 投資活動の局面では開発、運用・保守までを主な領域として、

アプリケーションコンポネントの設計・開発・運用支援・保守業務を行い、他職種と協業してアプリケーショ

ン開発計画の策定を行なう。

また、既存の作業標準やガイダンスに従い、開発チームメンバとして、担当する成果物の実施責任を持

ち、プロジェクトに 1 回以上（レベル 3 の複雑性、サイズ相当）参画した経験を有する。

IT スペシャリスト

オープンソースソフトウェアを活用した IT 投資活動の局面では開発、運用・保守局面において、システ

ム・コンポネントの分析・設計・導入構築・運用支援・保守業務を行い、他職種と協業してシステム構築計

画の策定を行なう。

また、専門分野の技術チームメンバとして、顧客から要求された専門要件（性能、回復性、可用性など）

を 1 回以上（レベル 3 の複雑性、サイズ相当）成功裡に達成した経験と実績を有する。
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（２）OSS モデルカリキュラム

これら 4つのOSS技術者を育成するため、企業の人材育成部門や企業向け研修機関における実施が

望ましいと思われるモデルカリキュラムについて提言する。

具体的に次ページ以降に示すが、大学・高専・専修学校等におけるOSSモデルカリキュラムを元に、調

査 1 及び 2（特に高いレベルが求められる調査 2（SI 事業者等に対するアンケート調査））の結果を踏まえ

つつ、次のような考え方に拠って設計を行った。

 「IT サービスマネジメント」、「アプリケーションスペシャリスト（エンタープライズ系）」、「アプリケー

ションスペシャリスト（組み込み系）」、「IT スペシャリスト」として、今回対象としている中堅 IT 人材

を輩出することを目的とした場合に、各々優先的に学んで欲しい科目を抽出。

 大学・高専・専修学校等における OSS モデルカリキュラムよりも更に高いレベル（レベル 3）を求

められているスキルを調査 1 及び 2 より選定した。更に、「ギャップが大きいもの」かつ「高いレベ

ルが求められているもの」を、特にニーズの高い科目として抽出した。
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図表・ 6 企業の教育関連部門・ＩＴ研修機関を想定した OSS モデルカリキュラム（IT サービスマネジメント）

レベル１ レベル２ レベル３

OSSの概要に関する知識 ※

法務分野に関する基礎知識 ※

コンピューターシステムやアーキテクチャに関するスキル

分散アーキテクチャに関するスキル

Linuxの概念や基本操作に関するスキル

Linuxのカーネルに関するスキル

Linuxのシステム管理に関するスキル

Linuxのシステムプログラミングに関するスキル

ネットワークサーバ管理に関するスキル

クラスタシステム構築に関するスキル

ネットワーク・アーキテクチャに関するスキル

ネットワーク管理に関するスキル

Javaに関するスキル

C、C++に関するスキル

Light Weight Languageに関するスキル

開発フレームワークに関するスキル

開発ツールに関するスキル

統合開発環境に関するスキル

暗号化に関するスキル ※

ネットワークセキュリティに関するスキル ※

OSセキュリティに関するスキル

RDBに関する基礎スキル

RDBシステム管理に関するスキル

組み込みシステムに関するスキル

組み込み開発環境に関するスキル

組み込みアプリケーション開発に関するスキル

組み込みシステム最適化に関するスキル

：大学・高専・専修学校等を想定したOSSカリキュラムにおける「基礎科目」
：大学・高専・専修学校等を想定したOSSカリキュラムにおける「応用科目」
：大学・高専・専修学校等を想定したOSSカリキュラムにおける「選択科目」
：調査２での調査結果において、SI事業者等が中堅IT人材に更に高いレベルを求めているスキル

注）※印の太枠太字のスキル名は、SI事業者向けアンケートにて、SI事業者のニーズが特に高かったスキル

開発体
系

セキュリ
ティ

RDB

組み込
みSW

基礎

システ
ム

ネット
ワーク

プログラ
ミング

スキル
区分 スキル名

スキルレベル
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図表・ 7 企業の教育関連部門・ＩＴ研修機関を想定した OSS モデルカリキュラム

（アプリケーションスペシャリスト（エンタープライズ系））

レベル１ レベル２ レベル３

OSSの概要に関する知識

法務分野に関する基礎知識

コンピューターシステムやアーキテクチャに関するスキル

分散アーキテクチャに関するスキル

Linuxの概念や基本操作に関するスキル

Linuxのカーネルに関するスキル

Linuxのシステム管理に関するスキル ※

Linuxのシステムプログラミングに関するスキル

ネットワークサーバ管理に関するスキル

クラスタシステム構築に関するスキル

ネットワーク・アーキテクチャに関するスキル

ネットワーク管理に関するスキル

Javaに関するスキル

C、C++に関するスキル

Light Weight Languageに関するスキル

開発フレームワークに関するスキル ※

開発ツールに関するスキル

統合開発環境に関するスキル

暗号化に関するスキル

ネットワークセキュリティに関するスキル

OSセキュリティに関するスキル

RDBに関する基礎スキル

RDBシステム管理に関するスキル

組み込みシステムに関するスキル

組み込み開発環境に関するスキル

組み込みアプリケーション開発に関するスキル

組み込みシステム最適化に関するスキル

：大学・高専・専修学校等を想定したOSSカリキュラムにおける「基礎科目」
：大学・高専・専修学校等を想定したOSSカリキュラムにおける「応用科目」
：大学・高専・専修学校等を想定したOSSカリキュラムにおける「選択科目」
：調査２での調査結果において、SI事業者等が中堅IT人材に更に高いレベルを求めているスキル

注）※印の太枠太字のスキル名は、SI事業者向けアンケートにて、SI事業者のニーズが特に高かったスキル

開発体
系

セキュリ
ティ

RDB

組み込
みSW

基礎

システ
ム

ネット
ワーク

プログラ
ミング

スキル
区分 スキル名

スキルレベル
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図表・ 8 企業の教育関連部門・ＩＴ研修機関を想定した OSS モデルカリキュラム

（アプリケーションスペシャリスト（組み込み系））

レベル１ レベル２ レベル３

OSSの概要に関する知識

法務分野に関する基礎知識

コンピューターシステムやアーキテクチャに関するスキル

分散アーキテクチャに関するスキル

Linuxの概念や基本操作に関するスキル

Linuxのカーネルに関するスキル

Linuxのシステム管理に関するスキル ※

Linuxのシステムプログラミングに関するスキル

ネットワークサーバ管理に関するスキル

クラスタシステム構築に関するスキル

ネットワーク・アーキテクチャに関するスキル

ネットワーク管理に関するスキル

Javaに関するスキル

C、C++に関するスキル

Light Weight Languageに関するスキル

開発フレームワークに関するスキル

開発ツールに関するスキル

統合開発環境に関するスキル

暗号化に関するスキル

ネットワークセキュリティに関するスキル

OSセキュリティに関するスキル

RDBに関する基礎スキル

RDBシステム管理に関するスキル

組み込みシステムに関するスキル

組み込み開発環境に関するスキル

組み込みアプリケーション開発に関するスキル

組み込みシステム最適化に関するスキル

：大学・高専・専修学校等を想定したOSSカリキュラムにおける「基礎科目」
：大学・高専・専修学校等を想定したOSSカリキュラムにおける「応用科目」
：大学・高専・専修学校等を想定したOSSカリキュラムにおける「選択科目」
：調査２での調査結果において、SI事業者等が中堅IT人材に更に高いレベルを求めているスキル

注）※印の太枠太字のスキル名は、SI事業者向けアンケートにて、SI事業者のニーズが特に高かったスキル

開発体
系

セキュリ
ティ

RDB

組み込
みSW

基礎

システ
ム

ネット
ワーク

プログラ
ミング

スキル
区分 スキル名

スキルレベル
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図表・ 9 企業の教育関連部門・ＩＴ研修機関を想定した OSS モデルカリキュラム（IT スペシャリスト）

レベル１ レベル２ レベル３

OSSの概要に関する知識 ※

法務分野に関する基礎知識

コンピューターシステムやアーキテクチャに関するスキル

分散アーキテクチャに関するスキル

Linuxの概念や基本操作に関するスキル

Linuxのカーネルに関するスキル ※

Linuxのシステム管理に関するスキル

Linuxのシステムプログラミングに関するスキル

ネットワークサーバ管理に関するスキル

クラスタシステム構築に関するスキル

ネットワーク・アーキテクチャに関するスキル

ネットワーク管理に関するスキル

Javaに関するスキル

C、C++に関するスキル

Light Weight Languageに関するスキル

開発フレームワークに関するスキル

開発ツールに関するスキル

統合開発環境に関するスキル

暗号化に関するスキル

ネットワークセキュリティに関するスキル ※

OSセキュリティに関するスキル ※

RDBに関する基礎スキル ※

RDBシステム管理に関するスキル

組み込みシステムに関するスキル

組み込み開発環境に関するスキル

組み込みアプリケーション開発に関するスキル

組み込みシステム最適化に関するスキル

：大学・高専・専修学校等を想定したOSSカリキュラムにおける「基礎科目」
：大学・高専・専修学校等を想定したOSSカリキュラムにおける「応用科目」
：大学・高専・専修学校等を想定したOSSカリキュラムにおける「選択科目」
：調査２での調査結果において、SI事業者等が中堅IT人材に更に高いレベルを求めているスキル

注）※印の太枠太字のスキル名は、SI事業者向けアンケートにて、SI事業者のニーズが特に高かったスキル

開発体
系

セキュリ
ティ

RDB

組み込
みSW

基礎

システ
ム

ネット
ワーク

プログラ
ミング

スキル
区分 スキル名

スキルレベル
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Ⅲ．コースウェアの提言

27 の OSS 関連スキルの習得に対応した 53 科目におけるコースウェアの提言を行う。

提案する 53 科目（レベル１が 26 科目、レベル２が 27 科目）の概要を次ページから示す。（黄色はレベ

ル１、水色はレベル２を示す）

なお、コースウェアの提言は、レベル１及び２のみとする。レベル３については、基本的には当該スキル

を業務で活用しつつ、スキルアップしていくものであり、研修等についても、具体的な業務を想定した上で、

レベル１及び２で身に付けたスキルを応用して課題解決や業務推進を行うようなワークショップが主体に

なると考えられるため、提言するコースウェアの対象とはしない。即ち、提言するコースウェアは、スキル

別になっており、複数のスキルを組み合わせつつ、実際の業務で活用するケースには対応していない点

に注意が必要である。

このため、大学・高専・専修学校等を想定した OSS モデルカリキュラムにおいては、PBL（Project

Based Learning）2や高度なインターンシップ3を活用したカリキュラムも、併せて検討することが望ましい。

即ち、学生に実際のプロジェクトで実務を経験させることは困難であるため、疑似体験の出来る仮想プロ

ジェクトをベースとした履修を実施し、個別に習得した OSS スキルを組み合わせつつ、仮想プロジェクトの

中で活用していくことも重要である。なお、こうしたカリキュラム実施の際には、先導的ＩＴスペシャリスト育

成での取り組みのような、産業界からの支援も求められよう。

一方、企業の教育関連部門・ＩＴ研修機関を想定した OSS モデルカリキュラムにおいては、業務密着型

の OJT（On the Job Training）を通じて、実際のプロジェクト遂行の中で、個別に習得したスキルを横断的

且つ体系的に学び、活用していく場も必要である。

以上の点を踏まえて、提言した OSS モデルカリキュラムやコースウェアが、大学・高専・専修学校等や

企業の教育関連部門・ＩＴ研修機関において、積極的且つ効果的に活用されることを期待して、本調査の

結語とする。

2 学習者に擬似的な開発プロジェクトを体験させたり、過去実際にあったプロジェクトの成功事例、失敗事例を当事
者としてディスカッションさせることなどにより、課題解決の手法や能力を修得させる育成手法。

3 １～２週間程度のインターンシップではなく、１ヶ月程度、実際の業務に従事しつつ実施されるインターンシップ
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図表・ 10 27 の OSS 関連スキルの習得に応じた 53 科目のコースウェアの概要（１／４）

スキル名 概要 受講対象者、受講前提 1 2 3 4 5

1 OSSの概要に関する知識

OSSの歴史と理念、代表的な
OSS、標準化動向、利用分野と市
場動向、OSSプロジェクトの発達と
運営、OSSコミュニティへの参加、
主なコミュニティ

入門カリキュラムのため、特に規定しない。
基礎的なコンピュータ科学（ITSSレベル1程度）を習得、
経験しているレベルの知識を有すること。

オープンソースの理念
オープンソースOSの歴
史

代表的なオープンソース
代表的なオープンソース
開発言語

代表的なオープンソース
アプリケーション

2 法務分野に関する基礎知識
OSS関連のライセンス等、法務面
での基礎知識

入門カリキュラムのため、特に規定しない。
基礎的なコンピュータ科学（ITSSレベル1程度）を習得、
経験しているレベルの知識を有すること。

オープンソース・ライセンス
の概要

代表的なオープンソー
ス・ライセンスの解説
[GPL類型]

代表的なオープンソー
ス・ライセンスの解説
[MPL類型]

代表的なオープンソー
ス・ライセンスの解説
[BSD類型]

知的財産の概要(1)

3
コンピューターシステムやアーキテクチャに関す
るスキル

ＣＰＵ、バス、ＤＭＡ、Ｉ／Ｏ、ＰＯＳＩ
Ｘ、スレッド等

入門カリキュラムのため、特に規定しない。
基礎的なコンピュータ科学（ITSSレベル1程度）を習
得、経験しているレベルの知識を有すること。

コンピュータアーキテク
チャの基本

コンピュータハードウェア
の基本

CPUアーキテクチャの基
本

ディスクと周辺機器の基
本

インタフェース技術の基
本

4 分散アーキテクチャに関するスキル
統計確率論、トラフィック理論、
RIP/OSPF、 CORBA等

【レベル1】
• Webやメールなどの基本的なインターネットアプリ
ケーションの利用経験があること
• ファイル、ディレクトリ、プロセスなどのOSの基本概念
を理解していること
• 確率に関する初歩的な知識があること
【レベル2】
• 複数のプログラミング言語を使った経験があること

分散アーキテクチャとは 名前管理 複製管理 耐故障性 セキュアチャネル

5 Linuxの概念や基本操作に関するスキル 概念整理、基本操作

コンピュータシステムやアーキテクチャに関するスキ
ル、OSSの概要に関する基礎知識を受講済みであるこ
とが望ましい。
また、基礎的なコンピュータ科学、セキュリティ工学基
礎（ITSSレベル1程度）を習得、経験を持つレベルの知
識を有すること。

Linux概要

6 Linuxのカーネルに関するスキル
カーネル構造、プロセス、スレッド、
スケジューラー等

基礎的なコンピュータ科学、セキュリティ工学基礎
（ITSSレベル1程度）を習得、経験を持つレベルの知識
を有すること。

Linuxカーネル概論 スケジューリング 割り込みと遅延 システムコール プロセス管理

7 Linuxのシステム管理に関するスキル

インストール、カーネル設定、ブート
設定、ネットワーク設定、パッケー
ジ管理、ユーザ管理、ファイル管
理、サービス管理、デバイス管理、
ログ管理､バックアップ等

本カリキュラムの「Linuxの概念や基本操作」を受講済
みであること。または、同等の知識を有すること。

Linuxシステム管理の作
業概要

Linuxシステム管理・
サーバ管理

Linuxシステム管理・ファ
イル／ディスク管理

Linuxシステム管理・
ユーザ管理

Linuxシステム管理・バッ
クアップとログ運用管理

8 Linuxのシステムプログラミングに関するスキル

Shellプログラミング、スレッド、ファ
イル入出力プログラミング、ネット
ワークプログラミング、共有メモリ、
セマフォ、 キュー、問題判別等

本カリキュラムの「Linuxのシステム管理」を受講済み
であること。または、同等の知識を有すること。

ログイン手順とコンパイ
ル手順

shellプログラミング
ファイル入出力プログラミ
ング

ファイルシステム UNIX環境

9 ネットワークサーバ管理に関するスキル
WEBアプリケーションサーバ､ネット
ワーク基盤､ファイルサーバ､トラブ
ルシューティング等

本カリキュラムの「Linuxの概念や基本操作」を受講済
みであること。または、同等の知識を有すること。

ネットワークサーバの機
能と特徴

サーバシステムの導入 ネームサーバの導入 Webサーバの導入
メールサーバ導入の内
容と作業手順

10 クラスタシステム構築に関するスキル
HPCやEnterprise Sys temの
FailSafe用等

HAクラスタ、HPCクラスタの構築、設計を行うSE。
Linuxのインストール、設定が行える。C, Fortranでの
プログラミング経験者。

クラスタシステム概論、
HAクラスタ （1）

HAクラスタ （2） HAクラスタ （3）
コンピュータシミュレー
ション

並列プログラミング概論

11 ネットワーク・アーキテクチャに関するスキル TCP/IP概論
基礎的なコンピュータ科学、セキュリティ工学基礎
（ITSSレベル１程度）を習得、経験しているレベルの知
識を有すること。

オープンネットワークの
概念と仕組み

通信の形態とプロトコル
インターネット通信の仕
組み

LANネットワークの仕組
み

無線ネットワークの種類
と通信の仕組み

12 ネットワーク管理に関するスキル コンピュータネットワーク構築・運用
業務担当としてネットワーク運営に関わった経験がある
こと、または担当システムの設計要件が理解できてい
ること。

ネットワークシステム運
用の概要

ネットワーク管理の個別
項目とその内容

ネットワークのキャパシ
ティ管理の個別項目とそ
の内容

ネットワークの性能管理
の個別項目とその内容

TCP/IPの管理

基礎

システム

ネットワー
ク

ファイル操作 ユーザの権限と管理
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図表・ 11 27 の OSS 関連スキルの習得に応じた 53 科目のコースウェアの概要（２／４）

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

1 オープンソースの市場動
向

オープンソースソフトウェ
アを用いたシステム事例

オープンソースソフトウェ
アコミュニティ

オープンソースソフトウェ
アビジネス

オープンソースの技術情
報獲得方法

オープンソースのOSの
導入と動作確認

オープンソースのサーバ
製品の導入と動作確認

オープンソースのデスク
トップ用アプリケーション
の導入と動作確認

オープンソースのサーバ
サイドアプリケーションの
導入と動作確認

オープンソースの仮想化
ツールの導入と動作確
認

2 知的財産の概要(2)
OSS利用上の知的財産
面での考慮点

OSS利用上の知的財産
以外での法務面での考
慮点

企業/団体等における法
的リスク管理

法的リスクに対応したビ
ジネス

OSS開発コミュニティが
検討すべき法的リスク低
減策

OSSビジネス関連企業
が検討すべき法的リスク
低減策

OSSの知的財産問題に
関する訴訟/トラブル事
例

ソフトウェア特許論争
知的財産関連の出願の
ガイドライン

3
ソフトウェアアーキテク
チャ

OSのアーキテクチャ
ミドルウェアの種類と特
徴

コンピュータシステムの
構成

システムアーキテクチャ
の活用事例

Webシステムのアーキテ
クチャ

OSSを活用した基盤設計
ケースワーク

オープンソースシステム
アーキテクチャ構築

OSSの動作環境としての
ハードウェア

これからのオープンソー
スアーキテクチャの動向

4 CORBA入門（1） CORBA入門（2） Webサービス入門（1） Webサービス入門（2） マッシュアップ入門 分散トランザクション
ピアツーピアアーキテク
チャ

モビリティ 一貫性
大規模な分散システム
の事例

5 ネットワークの基本

6 メモリ管理（1） メモリ管理（2） メモリ管理（3）
ファイル管理（1）：仮想
ファイルシステム

ファイル管理（2）：ファイ
ルの操作

ファイル管理（3）：特殊
ファイル

ネットワーク（1）：ソケット
インタフェース

ネットワーク（2）：IPと
UDP

ネットワーク（3）：UDPと
TCP

ネットワーク（4）：TCPフ
ロー制御と輻輳制御

7
Linuxシステム管理・リ
ソース管理

Linuxシステム管理・カー
ネルの管理

Linuxシステム管理・ネッ
トワーク管理

Linuxシステム管理・
ルーティング管理

Linuxシステム管理・
DHCPの構築と運用

Linuxシステム管理・FTP
の構築と運用

Linuxシステム管理・NFS
の構築と運用

Linuxシステム管理・
Sambaの構築と運用

Linuxシステム管理・基
本運用作業のトラブル
シューティング

Linuxシステム管理・ネッ
トワークのトラブルシュー
ティング

8
ライブラリの利用方法と
作成手順

データの管理 ソフトウェアの開発環境 デバッグ プロセスとスレッド シグナル プロセス間通信とパイプ 端末機器の入出力
セマフォ、共有メモリ、
メッセージキュー

ネットワークプログラミン
グ

9 スーパーサーバの導入 プロキシサーバの導入
その他のネットワーク
サーバ導入の作業内容
と手順

ネットワークサーバによ
るルーティング処理、フィ
ルタリング処理の実装

ネットワークサーバによ
るインターネット接続

サーバの運用管理業務 ログ管理の内容と手順 Linuxサーバセキュリティ
Linuxのサービスセキュ
リティ

セキュアOSの機能と実
装

10

並列プログラミング実践
（2） HPF (High
Performance Fortran)
とOpenMP

Beowulf PCクラスタの構
築

SCoreクラスタ PCクラスタの周辺技術
グリッド・コンピューティン
グ

11 オープンネットワークの
通信仕様

IPネットワークの仕組み ルーティングの仕組み
ルーティングプロトコルの
仕様

TCPの仕組み
通信プロトコルの動作確
認

TCPアプリケーションの
仕組み・Web

TCPアプリケーションの
仕組み・FTP

TCPアプリケーションの
仕組み・TELNET

新しいネットワークアーキ
テクチャ

12
ネットワークサーバの運
用管理実践

ネットワークハードウェア
の運用管理

ネットワーク管理プロトコ
ルの概要

MRTGによるネットワーク
管理の実施

ネットワーク運用設計 ネットワーク運用設計
運用管理の実際的手順
と体制

WANの運用管理 ネットワーク障害管理
ネットワークトラブル
シューティング

並列プログラミング 実践 （1） マルチスレッドプ
ログラミング

並列プログラミング 実践 （3） MPI (Message Passing Interface)

データ保全とバックアップ シェルスクリプトと開発環境システム管理 ファイルシステム



20

図表・ 12 27 の OSS 関連スキルの習得に応じた 53 科目のコースウェアの概要（３／４）

スキル名 概要 受講対象者、受講前提 1 2 3 4 5

13 Javaに関するスキル Applet、Servlet、JSP、EJB等
入門カリキュラムのため、特に規定しないが、以下の
受講条件を満たすものとする。
・ プログラミング経験があること

Javaの基本 Java言語の基本構造
オブジェクト指向プログラ
ミングのメリット

Javaによるアプリケー
ション開発手順

Javaによるネットワークプ
ログラミング

14 C、C++に関するスキル
POSIX term io、curses、gtk++、Qt
等を含む

入門カリキュラムのため、特に規定しないが、以下の
受講条件を満たすものとする。
・ プログラミング経験があること

Cの基本 Cの基本構造 文字列操作 関数 ポインタ

15 Light Weight Languageに関するスキル PHP、Perl、Python、Ruby等
入門カリキュラムのため、特に規定しないが、以下の
受講条件を満たすものとする。
• プログラミング経験があること

LightWeight Languageの
基本

Perlの基本構造 PHPの基本構造 Pythonの基本構造 Rubyの基本構造

16 開発フレームワークに関するスキル Struts、UML等

本カリキュラムの「Javaに関するスキル」を受講済みで
あること。または、同等の知識を有すること。
システム開発経験及びプログラミング経験を有している
こと。

開発フレームワークとは
何か

開発フレームワークの種
類と特徴

オープンソースによる
Webアプリケーションのフ
レームワーク

フリーのWebコンテナ／
J2EEコンテナの概要

オープンソースの開発
ツール

17 開発ツールに関するスキル
バージョン管理システム、デバッ
ガ、バグ追跡システム、システムプ
ロファイラー、カーネルデバッガ等

入門カリキュラムのため、特に規定しない。
基礎的なコンピュータ科学（ITSSレベル1程度）を習得、
経験しているレベルの知識を有すること。

開発の流れとツール
ソフトウェア開発環境の
概要

Linux開発環境における
ソフトウェアアプリケー
ション開発の概要

バージョン管理ツールの
活用

デバッガによるプログラ
ムデバッグの環境

18 統合開発環境に関するスキル
Eclipse、Net Beans、WideStudio
等

ソフトウェア開発やプログラミングで用いられる基本的
な用語を理解していること

統合開発環境によるソフ
トウェア開発

さまざまな統合開発環境 Eclipseとは何か NetBeans IDEとは何か WideStudioとは何か

19 暗号化に関するスキル
公開鍵基盤、電子署名、認証、ハッ
シュ関数

基礎的なコンピュータ科学、セキュリティ工学基礎
（ITSSレベル１程度）を習得、経験を持つレベルの知識
を有すること。

セキュリティ機能と暗号
化の位置づけ

暗号化の方式・共通鍵
暗号方式

暗号化の方式・公開鍵
暗号方式

情報システムにおける暗
号化適用の方式

電子証明書の仕組み

20 ネットワークセキュリティに関するスキル

ファイアウォール設計・構築、ネット
ワーク侵入分析、ログ分析、セキュ
リティ攻撃に対する防御設計、
TCP/IPにおける不正アクセス技術

基礎的なコンピュータ科学、セキュリティ工学基礎
（ITSSレベル1程度）を習得、経験を持つレベルの知識
を有すること。

ネットワークセキュリティ
の概要

ウィルスの特性と対策
ネットワーク攻撃方法の
簡易的な分類

TCPにおける不正アクセ
ス技術

Webにおける攻撃

21 OSセキュリティに関するスキル
Linuxシステム・セキュリティ、セ
キュリティ強化OS

基礎的なコンピュータ科学、セキュリティ工学基礎
（ITSSレベル１程度）を習得、経験を持つレベルの知識
を有すること。

OSのセキュリティ機能
Linuxサーバのローカル
セキュリティ対策

Linuxのネットワークセ
キュリティ対策

Linuxによるファイア
ウォール構築

Linuxのサーバセキュリ
ティ設定

22 RDBに関する基礎スキル ERモデル、SQLプログラミング等

入門カリキュラムのため、特に規定しないが、以下の
受講前提を満たすものとする。
本カリキュラムの基本的なデータベース、コンピュータ
システム基礎（ITSSレベル１程度）を習得、経験してい
るレベルの知識を有すること。

データベースの基礎理論 RDBMSの基本知識
トランザクションの基本概
念

データベースの構成要素 DOAの内容概要

23 RDBシステム管理に関するスキル
MySQL、FireBird、Pos tgreSQL等
の導入、設定、チューニング

本カリキュラムの「RDBに関する基礎スキル」を受講済
みであること。または、同等の知識を有すること。
システム開発経験及びプログラミング経験を有している
こと。

データベース運用管理の
目的と項目

データベースの運用作業
と障害回復

データベース運用設計 データベースセキュリティ
データベースリカバリ設
計

24 組み込みシステムに関するスキル

システム構造、開発方法論、
RTOS、センサープログラミング、組
込みプロセッサー・アーキテクチャ
（ARM9、 XScale、 MIPS、SH、
VR、MP、68ｋ等）

本カリキュラムの基本となる組込みコンピュータ科学基
礎、ソフトウェア、ハードウェア基礎（ITSSレベル１程度）
を習得、経験しているレベルの知識を有すること。

組み込みコンピュータシ
ステムとは何か

組み込みコンピュータの
アーキテクチャ

組み込みシステムの基
本構成

組み込みコンピュータ
ハードウェアの基本

CPUアーキテクチャの基
本

25 組み込み開発環境に関するスキル

ｸﾛｽｺﾝﾊﾟｲﾙﾂｰﾙ、ﾂｰﾙ･ﾁｪｰﾝ
(m ake、 adb.m inicom、 Jflash、
boothroad、 tftp、 tinybox)、GUIプ
ログラミング（GTK+、QT、Qtopia）

本カリキュラムの基本となる組込みコンピュータ科学基
礎、ソフトウェア、ハードウェア基礎（ITSSレベル1程度）
を習得・経験しているレベルの知識を有すること。

組み込み開発の流れと
環境

組み込み開発環境の概
要

組み込み開発環境を用
いた開発手順

プログラムデバッグの環
境

デバッガソフトを使用した
デバッグ環境

26 組み込みアプリケーション開発に関するスキル
VM、J2ME、UPnP、SMS、WAP規
格等

本カリキュラムの基本となる組込みコンピュータ科学基
礎、ソフトウェア、ハードウェア基礎（ITSSレベル１程度）
を習得・経験しているレベルの知識を有すること。

タスクとコンテキスト
非同期と同期の設計仕
様

タスクの優先度とその制
御仕様

組み込みアプリケーショ
ン間の資源配分技術

組み込みアプリケーショ
ン間のリソースの共有技
術

27 組み込みシステム最適化に関するスキル
低電力化、デバイスプログラミン
グ、並列化

本カリキュラム体系の中の「組込みシステムに関する
スキル」を受講、もしくは同等のスキルレベルの知識を
有すること。

マルチプロセッサシステ
ム

ハードウェアによる最適
化

リアルタイムシステムの
設計

リアルタイムソフトウェア
の条件と最適化

性能最適化の評価項目

プログラミ
ング

開発体系

セキュリ
ティ

ＲＤＢ

組み込み
ＳＷ



21

図表・ 13 27 の OSS 関連スキルの習得に応じた 53 科目のコースウェアの概要（４／４）

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

13
Servlet/JSP/JDBCによ
るWebアプリケーション開
発の概要

JDBCによるデータベー
スアクセス

MVCモデル
EJBによるアプリケーショ
ン開発

JavaによるServer処理
実装の特徴と設計方法

JavaによるWebアプリ
ケーションの設計／実装

JavaによるServer Side
Java/Webアプリケーショ
ン実装

オブジェクト指向システ
ム分析／設計／実装の
実践技術

デザインパターンによる
開発手順

Javaのパフォーマンス
チューニング

14 構造体 コンソール入出力 ファイル管理 データ構造 C++の基本 C++の基本構造
オブジェクト指向プログラ
ミング

STL（Standard Template
Library）

GUIアプリケーションの開
発

開発ライブラリの使用

15 オブジェクト指向プログラ
ミング

組み込みクラス［データ
構造］

組み込みクラス［データ
操作］

組み込みクラス［ファイル
管理］

GUIアプリケーション開発 Ruby on Rails
データベースアプリケー
ション開発

Webアプリケーション開
発

プラグイン導入と開発
オープンソースシステム
のカスタマイズ

16 開発フレームワークによ
る開発プロセスの手順

Ruby on Railsによるアプ
リケーション開発

Strutsとは
MyFace（JSF）の開発モ
デルとは

データベース接続・アク
セスのフレームワーク

DIxAOPコンテナの概要 Springフレームワーク Seasar2 Tapestry
Strutsによるアプリケー
ション開発

17
カーネルデバッガを使用
したデバッグ

バグ追跡システムを使
用したデバッグ

オープンソース開発ツー
ルの種類と機能

統合開発環境を用いた
開発手順

オープンソース統合開発
環境の種類と特徴

Linux開発環境における
ソフトウェア開発ワーク
ショップ

Linux開発環境における
ソフトウェア開発支援
ツール概要

ソフトウェア開発ツール
の評価

Eclipse用いたソフトウェ
ア開発ワークショップ

Eclipse用いたソフトウェ
ア開発ワークショップ

18
Eclipse入門 － セット
アップ

Eclipse入門 － 基本操
作

NetBeans入門 － セッ
トアップ

NetBeans入門 － 基
本操作

WideStudio入門 －
セットアップ

WideStudio入門 － 基
本操作

EclipseによるJavaプログ
ラミング

EclipseによるWebアプリ
ケーション開発

NetBeansによるWebアプ
リケーション開発

WideStudioによるアプリ
ケーション開発

19
OSSの活用シーンと暗号
化

無線LANの暗号化 認証と暗号化 IPsecによる暗号化通信 SSHによるトンネリング SSLプロトコルの仕組み VPN通信の構築
PKI(公開鍵暗号化基盤)
の仕組み

認証基盤構築実習
暗号化・これからの活用
シーンと課題

20 IPにおける不正アクセス
技術

TCP/IPネットワークセ
キュリティの設計方法

アクセス制御の仕組みと
ファイアウォールの機能

Linuxのネットワークセ
キュリティ対策

ネットワーク脆弱性調査
セキュアなネットワーク
の構築

侵入検知システムの仕
様と導入

ＩＤＳによる侵入検知
ネットワークセキュリティ
構築

モバイルコンピューティン
グとリモートアクセスのセ
キュリティ

21 安全なリモートアクセス
SSLによるサーバVPNと
CA

ドメインネームサービス
のセキュリティ対策

電子メールのセキュリ
ティ対策

Webのセキュリティ対策
（1）

Webのセキュリティ対策
（2）

ファイルサービスのセ
キュリティ対策

システムログの管理
Linuxによる侵入検知の
手法

サーバのセキュリティ監
査と設定の自動化

22
データベース設計の基本
理論

ERモデル 正規化の手順と方法 データベースインデックス データベースの物理構造
SQLによるデータベース
アクセス

SQL実践演習ワーク
ショップ

代表的なオープンソース
RDBMS製品

データベース設計構築の
実践

データベース構築

23 データベースの最適化 データベースのトラブル
データベースチューニン
グ

データベース構築
データベースインデックス
を用いた性能改善

MySQLの導入と運用
データベーストラブル
シューティング

データベース運用環境構
築

データベース運用
データベースチューニン
グ

24
組み込みソフトウェアの
概要

カーネル処理の概要
リアルタイムシステムの
構成と仕組み

組み込みシステムの開
発方法

オブジェクト指向分析に
よる組み込みシステム
の分析とモデリング

組み込みコンピュータシ
ステムの開発管理

組み込みシステムの
アーキテクチャ

組み込みシステムの
ネットワーク機能

組み込みシステムの設
計

これからの組み込みシス
テムの動向

25 ICEを使用したデバッグ
環境

ツールチェーンによるデ
バッグ

組み込みアプリケーショ
ンデバッグの手順

組み込みアプリケーショ
ンの事例と開発環境

組み込みクロス開発環
境の構築

GNU開発環境の特徴
GNU開発環境における
組み込みアプリケーショ
ン開発ワークショップ

組み込みLinux開発最新
デバッグ環境

組み込み開発環境の評
価

組み込み開発環境にお
けるデバッグのパターン
演習

26 リソース有効活用のアー
キテクチャ

プログラム資源の有効活
用技術

入出力待ちリソースの有
効利用

入出力資源管理 J2MEの仕様 VMの概要のその活用 高信頼性の実装
組み込みアプリケーショ
ンの実装事例研究

クリティカルなマイコンア
プリケーションを活用した
設計ケースワーク

組み込みアプリケーショ
ンソフトウェアの実装

27 ソフトウェアの最適化 MPUの性能最適化設計
システムの性能要件と
評価項目

システム性能の評価方
法

性能評価手法の分類 拡張性の評価
システム資源のトレード
オフ

基本ソフトウェアと応用ソ
フトウェアのトレードオフ

組み込みシステム最適
化のための方式設計

最適化のための検討項
目
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モデルカリキュラムの提言
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